
４　主要事業一覧

◎ 地域公共交通の維持・発展
【新】

1 持続可能で最適な地域公共

交通の在り方検討事業費

[020601]

交通政策課 R５予算

【新】

2 地域連携ＩＣカード導入

支援事業補助金

[020601]

交通政策課 R５予算

3 県有民営による幹線バス

路線確保対策事業費

[020601]

交通政策課 R５予算

県内幹線バス路線の基盤強化を図るため、県がバス車両を購入し、地域間幹
線バス路線を運行する乗合バス事業者に貸与します。

【拡】・購入車両台数　7台（Ｒ４：3台）
　　　・Ｒ５貸与先
　　　　　アルピコ交通株式会社(四賀線他2路線)
　　　　　長電バス株式会社(山田温泉線)
　　　　　千曲バス株式会社(中仙道線)
　　　　　上田バス株式会社(真田自治センター線)
　　　　　信南交通株式会社(駒場線)

*地域間幹線バスの1日当たり輸送量：22.7人(2021年度)→22.7人(2023年度)

200,837 R４当初

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業

31,176 R４当初 0

県内公共交通機関のキャッシュレス化を推進するため、乗合バス事業者等が
行う地域連携ＩＣカード導入について、3年間で集中的に支援します。

　　　・事業主体　       県内に営業所のある乗合バス事業者、市町村等
　　　・補助対象経費　 地域連携ＩＣカードの導入に要する経費
　　　・補助率　           1/3以内

*地域連携ＩＣカード導入に対する支援受入地域数：1地域(2023年度)

8,903 R４当初 0

81,686

（別紙３）

企画振興部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

地域公共交通の持続的発展に向けて、全県レベルの法定協議会において、
交通事業者・国・市町村等とともに、今後の公共交通の在り方について抜本的
な見直しを進めるために必要な調査・検討を行います。

　　　・高齢者・高校生の移動実態を把握するためのアンケート調査や
　　　　ヒアリング等の実施

1 (企画振興部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 県民等の立場に立った広報の推進

4 発信力強化事業費

[020501]

広報県民課 R５予算

◎ 県全域のＤＸの推進
【新】

5 「空の移動革命」推進事業費

[020301]

DX推進課 R５予算

【新】

6 デジタル活用支援推進

事業費

[020301]

DX推進課 R５予算

7 ＤＸ人材育成・誘致事業費

[020301]

DX推進課 R５予算

多様なＤＸ人材を育成・誘致するため、セミナーやコンテストイベント等を開催
し、候補となる人材が互いに連携し刺激を与え合う機会を創出するとともに、そ
の取組を全国に発信します。

　　　・ＤＸ人材が持つ知見・経験等を集約したシリーズ型セミナーを実施
　　　・信州未来アプリコンテスト0（ZERO）の実施
　　　・成果発表イベントの開催

*成果発表イベント参加者数：500人(2023年度)

9,149 R４当初 9,149

「空」の領域を新たな移動・輸送インフラとして活用する「空の移動革命」をいち
早く進めるため、ドローンの利活用拡大や空飛ぶクルマの早期実装に向けた
取組を、官民が連携して推進する体制を構築します。

　　　・産学官連携の協議会を設立
　　　・産学官の役割分担や取組の方向性を定めた長野県版ロードマップを
　　　　作成

誰もがデジタル化の恩恵を受けられる社会を実現するため、デジタル活用に不
安のある高齢者等の支援を行います。

　　　・スマートフォンの基本的な扱い方を始め、スマートフォンを使用した
　　　　行政手続等に関する助言や相談を行う講習会の開催

*個別事業の発信に関する相談件数：30件(2023年度)

行政が「伝える」広報から県民等が「知りたい」広報に転換するため、共創推進
パートナーの専門的な知見を活用しながら広報取組指針等の職員への浸透
や個別事業の発信力強化を推進します。

　　　・職員研修の実施
【新】・広報取組指針作成アドバイザーの配置
【新】・広報コミュニケーションプランナーの配置

2,495 R４当初 198

3,898 R４当初 0

*講習会開催市町村数(累計)：28市町村(2022年度)→41市町村(2023年度)

5,307 R４当初 0

2 (企画振興部-2)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 地域活力の維持・向上
　

8 地域振興局事業費

[020802]

地域振興課 R５予算

【新】 　

9 県民参加型予算事業費

[020802]

地域振興課 R５予算

10 地域活性化推進事業費

[020801]

地域振興課 R５予算

R４当初

地域の強みや特性を最大限に生かした地域活性化を図るため、多様な主体に
よる自主的・主体的な取組を支援するとともに、地域振興局長がリーダーシップ
を発揮し、現地機関が一体となって施策に取り組みます。

　　　・地域発 元気づくり支援金を活用した地域の元気を生み出す取組の
　　　　支援
　　　・地域振興推進費を活用した地域課題解決のための事業の実施

*支援金を新たに活用した団体数：114団体(2021年度)→117団体(2023年度)

住民主体の地域課題解決を進めるため、地域づくり活動の担い手や担い手を
支援する人材の育成・確保・活動支援等に取り組みます。

【拡】・中間支援組織との協働による研修やサポート、伴走支援等により、
　　　　地域おこし協力隊の円滑な受入れや活躍を支援
　　　・住民の対話と学びを促し、その活動に寄り添う人材の活動を支援
【拡】・特別豪雪地帯において住宅除雪支援員を派遣する市町村への支援
【拡】・信州自然留学（山村留学）推進協議会の運営、情報発信

*市町村地域おこし協力隊員の定着率：80%(2023年度)

*中間支援人材育成講座修了生のうち活動した者の割合：54%(2023年度）

*信州自然留学（山村留学）の留学者数：224人(2024年4月)

22,697 R４当初

*推進費を活用した事業のうち成果指標を達成した事業の割合：70%(2023年度)

21,134

[R4.6月補正等] [8,258]

858,238815,338

県民等の新たな発想や問題意識を取り入れ、県予算を共に創り上げるため、
県民参加型予算（提案・選定型）を一部の地域振興局で試行的に実施します。

　（諏訪地域振興局）
　１　取り戻そう！豊かだった諏訪の湖～諏訪湖魚介類生息環境修復事業～
　　　・諏訪湖沿岸域で水生植物帯を試行的に造成
　（南信州地域振興局）
　２　南信州のふしぎ発見！ 日本一コンテンツ普及・開発プロジェクト
　　　・地域の目線によるＰＲ要素の掘り起こしを実施
　３　リニア新時代を見据えた、「南信州メディカルバレー（仮称）構想元年」
　　　・南信州地域の環境や風土を生かしたウェルビーイングをテーマとして、
　　　　研究者や民間企業等から募集した提案の調査研究、情報発信
　（長野地域振興局）
　４　果樹産地と果樹の支え手”win-win”共創モデル事業
　　　・果樹作業への参画を促進する動画の作成等

*１：浮産卵床周辺の生物種数：4種(2023年度)

*２：地域の誇れる日本一のストーリー化：3種類(2023年度)

*３：提案者と連携した情報発信の実施：1件(2023年度)

*４：果実産出額（長野地域）：335億円（2020年度)→338億円(2023年度)

23,379 R４当初 0

3 (企画振興部-3)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】

11 輝く農山村地域創造推進

事業費

[020801]

地域振興課 R５予算

12 市町村の広域連携推進

事業費

[020901]

地域振興課 R５予算

◎ 信州まつもと空港の利便性向上と更なる活性化の推進

13 信州まつもと空港利活用・

国際化推進事業費

[020701]

松本空港課 R５予算

14 沖縄県との交流促進事業費

[020102][020701]

総合政策課

松本空港課 R５予算

輝く農山村地域を創造するため、地域資源を最大限活用し複合的に生み出さ
れる新しい価値の獲得を目指す地域に対し、推進体制を構築して集中的に支
援します。

　　　・伴走支援する市町村の選定に係る調査、相談、アドバイス等の実施
　　　・地域づくり支援組織による市町村の取組への伴走支援等

*輝く農山村地域の創造に取り組む市町村数：5団体(2027年度)

9,082 R４当初 0

沖縄県との交流を拡大するため、チャーター便の運航を促進するとともに、官
民一体のトップセールス等を実施します。

　　　・チャーター便を利用した旅行商品造成支援及び広告宣伝費助成
　　　・官民一体となったトップセールス等による沖縄県との関係強化

*沖縄チャーター便の運航便数：5便(2019年度)→26便(2023年度)

*国内定期便利用率：68.9%(2019年度)→65.0%(2023年度)

11,253 R４当初 10,003

市町村が持続的・効果的な行政サービスを提供できるよう、国の支援制度が適
用されない地域において、市町村が広域的に連携して実施する事業に対して
助成します。

　　　・対象地域　北アルプス地域　5市町村、木曽地域　6町村
　　　・補助率　 　1/2以内

*交付金を活用した事業のうち成果指標を達成した事業の割合：60%(2023年度)

36,000 R４当初 36,000

[50,921]

信州まつもと空港の発展・国際化を推進するため、発着路線の利用促進や拡
充に取り組むとともに、安全・安心な空港に向けた管理運営を行います。

【地】・広告宣伝活動や旅行商品造成支援等による国内線の利用促進
　　　・国際チャーター便の誘致及び国際乗継便の利用促進
　　　・空港施設・設備の整備、修繕及び保守管理等の実施
【新】・新基準を適用した滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）の整備
【新】・国際線の需要回復を見据えた入国審査用施設の整備
【新】・空港の利便性向上等に向けた官民連携手法の導入可能性調査
　　　　の実施

778,337 R４当初 405,556

[R4.6月補正等]

*国際チャーター便就航数：44便(2019年度)→10便(2023年度)

4 (企画振興部-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 移住・交流の推進

15 移住・交流推進事業費

[021001]

信州暮らし推進課 R５予算

【新】

16 長野県河北省友好提携

40周年記念事業費

[021101]

国際交流課 R５予算

◎ 少子化・人口減少対策の推進
【新】

17 少子化・人口減少対策戦略

検討会議開催事業費

[020101]

総合政策課

こども若者局次世代サポート課 R５予算

友好提携40周年の節目を契機に様々な分野における交流を深化させる機運
を醸成するため、知事が河北省を訪問し、各種記念行事への参加や今後の友
好交流に関する会談を行います。

　　　　　　・40周年記念式典への参加
　　　　　　・中国要人との面会
　　　　　　・アフターコロナにおける観光プロモーションの実施

地方回帰の動きを捉え、移住者や二地域居住者を県内に呼び込むため、仕事
と暮らしをセットにした情報発信や移住者受入れ体制の充実を図るとともに、都
市部住民と県内地域とをつなぐ取組を推進します。

　　　　　　・田舎暮らし「楽園信州」推進協議会と連携した移住セミナー等
　　　　　　　の開催
　　　　　　・ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターとの連携
　　　【地】・地域と強いつながりを持つ関係人口構築に向けたプログラム等
　　　　　　　の実施
【新】【地】・首都圏の人材と県内の地域資源（ヒト・コト・モノ）をつなぐ仕組み
　　　　　　　の構築

5,011 R４当初 0

少子化を食い止め人口減少に対応するため、少子化対策の有識者、子育て
施策の専門家、市町村長、経済人等から成る会議を設置し、結婚・出産・子育
て支援や財源の在り方等を検討します。

　　　　　　・少子化・人口減少対策戦略検討会議の設置・開催

1,348 R４当初 0

*移住相談件数：2,980人(2021年度)→3,800人(2023年度)

R４当初 61,428

*移住イベント参加者数：772人(2021年度)→810人(2023年度)

53,105

5 (企画振興部-5)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 生涯を通じた学びの推進

18 信州学び創造事業費

[020101]

総合政策課 R５予算

◎ 規制改革の推進
【新】

19 長野県規制改革推進事業費

[020102]

総合政策課 R５予算

◎ ＥＢＰＭの推進

20 ＥＢＰＭ推進事業費

[020201]

統計室 R５予算

8,122 R４当初 8,550

客観的なデータに基づく政策立案（ＥＢＰＭ）を一層推進するため、職員に対し
データを活用した課題解決の進め方や、分析手法に関する知識・技術の普及
を図ります。

【拡】・ＥＢＰＭによる課題解決のためのモデル構築及び活用の推進
　　　・専門家による実践の支援
　　　・職員向けデータ分析研修等の実施

*研修受講者数：100人(2022年度)→120人(2023年度)

学びの関係人口を拡大し、多様な学びを創造するため、Learn by Creation
NAGANO実行委員会が主体となって、国内外の学びに触れ、交流を深めるイ
ベント等を開催するとともに、実践活動を推進します。

　　　・イベント「Learn by Creation NAGANO」の開催
　　　・定期的交流会の開催
　　　・共に多様な学びをつくる実践活動の推進

*イベント等の参加人数：800人(2022年度)→900人(2023年度)

12,478 R４当初 4,894

長野県の経済社会の発展を阻害するような規制の改革を推進するため、有識
者等の参画により、支障事例の把握や国への提言等に向けた議論を行いま
す。

　　　・長野県規制改革推進会議の開催

546 R４当初 0

6 (企画振興部-6)


